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　99m‘rc標識リン化合物による骨シンチグラムは、い

まや，ひろく用いられるようになり．転移性骨腫瘍を

はじめ，種々の骨疾患の診断に有用なことが知られて

いる。しかし，骨移殖の骨シンチグラムについては．

少数の報告があるのみであり，その臨床的評価も．未

だはつきりしない。我々は，渦去4年楠に22例の下

顎部の骨移殖例に延55回にわたる骨シンチを施行し．

若干の知見を得たので報告する。また．シンチ解釈の

うえで．同時に問題となる，通常の外傷・骨折の治癒

経過を示すためピ対照となる30例の下顎骨々析例の

骨シンチについても検討を行った。

　下顎骨々折における通常の骨シンチの型は・4日目

頃より軽度の集積がはじまり．除々にその程度が強く

なり，2～3ケ月でほYピークを示し．その後．ゆつ

くりと集積は減少していき・1年後では・時に集積が

みられる程度となる。この渦程のうちで．炎症をk・こ

した例では，同部に強い集積を認めるようになる。

　このようft型は・移殖骨の例において．その接合部

の集積において，同様に認められる。しかし，移殖骨

自体の集横は・移殖後的1ケ月で・認められるように

なり，2～3ケ月後では・ほy“正常骨と同程度の集積

を示すようになり・その後断端部の集積の減少と反比

例するように移殖骨の集積は除々に強くなり．正常骨

より若干強い集積を示すようになる。1年後において

は・ほとんどの例で．全く正常部と見わけがつかなく

なる。現在まで・我々が経験した例は・贋とんどこの

よう友経渦を示した。幸いにして，骨移殖の失敗例は

なかつたが・文献で，d・動物実験で．失敗例では6週

後で移殖骨への集積が認められないとされている。左

k・1例では1年後のシンチグラムで・断端部に強い集

積を示し・後に骨髄炎と診断された。

　骨移殖の成功・失敗の診断［・±　，）（線写真では・早期

においては困難であるとレ・われており．骨シンチによ

る1～2ケ月後の移殖骨への集積はこの点において有

力な指標と方りうるものと思われる。また骨髄炎の発

見にも有力ft手段であると思われる。
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　昭和47年ll月よb99Mrc　ec識燐酸化合物（主とし
て99㌔c－di幽osPhonate）を用いて骨シンチグラフイー

一 を行ない，昭和51年3月初旬までva　700例を経験

した。骨シンチグラフイーの臨床適応は数多いがなか

でも悪性腫瘍の骨転移の診断には極めて有用でこの面

での依頼件数は急速な増加傾向にあり・肝シンチグラ

フイー，脳シンチグラフイーについで頻繁に施行され

ている現況である。骨シンチグラフイーが施行された

700例のうち転移性骨腫瘍の検索を目的として施行さ

れ，同時に骨x－Pも行なわれた症例を対象に骨シン

チグラフイーと骨x－Pの診断能の比較を悪性腫瘍疾

患別に試みた。また骨転移症例の骨シンチグラフイー

上の特徴像や読影上注意すべき点について考察を行な

つた。

　骨シンチグラフイー施行方法tt99MT　c　diphos由ona－

tθユ0～15mCi静注4時間後に排尿し，　Pickθr社製

J！yna　Camera－Cを用いて前後面の全身像をルーチン

に撮像した。廷痛の部位や全身像で異常の疑われる部

位は，適宣Spt撮影を行なつた。骨シンチグラフイー

は骨転移の有無の診断率では骨x－Pよりはるかに優

れており，骨x－P施行前にまず試みるべき方法であ

ると考えられた。特に前立腺癌や乳癌では骨シンチグ

ラフイーで陰性で骨x－Pで陽性であつた症例は少な

く，スクリーニングには骨シンチグラフイーで十分で

あると考えられた。その他の悪性腫瘍では骨x－Pで

のみ陽性であつた症例もあり，骨シンチグラフイーの

みでは見逃す可能性があることがわかつた。全身骨へ

diffuseに転移があると，一見正常の骨シンチグラフ

イーと見誤る症例に遭遇したがこのような例では一般

に両側腎の描画が悪く，同時に軟部組織の分布も乏し

いという特傲的な像を呈した。また稀に骨x－P上溶

骨性の病果で骨シンチグラフイーでは欠損像として描

画される症例があつた。腎描画に左右差を認める症例

は意外に多く，腎腫瘍の欠損像はもとより膀胱癌，前

立腺癌などの泌尿器系悪性鹿揚での偏側性腎磯能につ

いての有用な情報が得られた。
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